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１ 位置と地勢

豊島は，呉市豊浜町からなり，本土である呉市安浦町の南約１０㎞の海上

に位置する内海・本土近接型離島である。

面積は５．６６㎞２，海岸延長は約９㎞で，中央部に標高３１７ｍの高雄山

があり，お碗を伏せたような形をしている。東側に３つの集落が集まり，西

側の比較的なだらかな斜面にみかん畑などの耕作地が広がっている。

平成１７年３月２０日に，呉市と旧豊浜町が合併したことにより，現在の

市域となっている。

２ 離島振興対策実施地域の指定

第８次指定

（指定日：昭和34年5月8日 告示日：昭和34年5月12日 総理府告示第２２６号）

３ 人口，世帯の状況

人口及び世帯数は，平成１７年国勢調査で１，５５７人，８１５世帯であ

り，平成１２年国勢調査に比べて人口で１２．９％の減となり，一貫して減

少傾向にある。

高齢化率は，平成１７年国勢調査では５５．０％であり，平成２年調査時

（２６．９％）と比較して約２倍に上昇している。

平成７年 平成１２年 平成１７年

人 口

（増減率）

２，０８５人 １，７８７人

（△１４．３％）

１，５５７人

（△１２．９％）

世 帯 数

（増減率）

１，０１４世帯 ９３０世帯

（△ ８．３％）

８１５世帯

（△１２．４％）

高齢化率 ３６．２％ ４６．７％ ５５．０％

４ 呉市の財政状況

呉市の平成１９年度普通会計決算状況は，歳入総額１０６，１９７百万円，

歳出総額１０４，６８７百万円で，対前年度比それぞれ１．４％の増加であ

る。また，実質収支は１，３２６百万円の黒字で，前年度より２５百万円の

増加となり，実質収支比率は前年度より０．１％減の２．３％となっている。

一方，財政構造面では，経常収支比率は９８．５％と前年度（９４．６％）

より３．９ポイント上昇し，依然として高い比率となっている。

また，平成１９年度末の地方債現在高は，１４２，０１８百万円で，公債

費比率は１６．２％であり，前年度（１６．８％）比較では，０．６ポイン

ト低下した。

さらに，財政力指数においても０．６４１であり，歳出総額に占める義務

的経費の割合も５３．１％と高いことなど，硬直した財政構造を示している。
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平成１９年度

歳 入 １０６，１９７，２６０千円

歳 出 １０４，６８７，１７９千円

財政力指数(単年度) ０．６４１

公 債 費 比 率 １６．２％

経 常 収 支 比 率 ９８．５％

５ 産業の状況

平成１７年国勢調査に基づく産業別人口では，第１次産業が５１７人，第

２次産業が７５人，第３次産業が２５１人であり，労働力人口全体に占める

割合はそれぞれ下表のとおりである。

豊島は，この地域における水産業の中心地域であり，一本釣り漁法による

タチウオなど高品質な水産物が漁獲されている。そこで，荷さばき・製氷施

設の整備や築磯，漁礁を設置することにより漁業の構造改善に努めるととも

に，水産物のブランド化に取り組んでいる。

また，農業の主要作物は柑橘類であるが，農業従事者の高齢化や後継者不

足により，耕作放棄地が増加している。

産業別就業人口（平成１７年）

第１次産業 第２次産業 第３次産業 計

５１７人

（６１％）

７５人

（９％）

２５１人

（３０％）

８４３人

６ 観光の状況

豊島には観光施設がなく，釣り客を中心に年間約５，０００人が来島して

いる。最近では活魚の朝市が行われるなど，大崎下島を訪れる観光客の来島

を促す取り組みが行われている。

７ 交通の状況

（１）道路

道路は県道（９．８㎞），市道（５４．５㎞）などが整備されており，架

橋に併せて新たに大型車両が通行できるよう改良されている箇所も多いが，

依然狭隘な道路も多く，集落の中心にある主要な道路でさえ車両の離合が困

難な箇所がある。

（２）港湾

漁港施設として豊島港があり，本土や周辺離島を結ぶ航路の寄港地となっ

ている。
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（３）空港

該当なし。

（４）航路

本土側の大浦港と豊島港を結ぶフェリーが運航していたが，架橋開通に伴

い廃止された。

架橋後も，本土・川尻港から豊島港を経由し，今治港までを結ぶ高速船が

１日３往復（片道２０分）運航され，住民や観光客に利用されている。また，

豊島と斎島を結ぶ旅客船が１日５往復（片道１７分）運航している。

（５）航空路

該当なし。

（６）バス路線

架橋による民間航路の廃止に伴い，島内主要道路を循環し，近隣の大崎下

島から上蒲刈島，下蒲刈島を経由し本土までを結ぶ新たな民間バス路線が設

定された。

島内のバス停は５箇所で１日１５往復が運行され，運賃は呉市内本土側の

終点（中国労災病院）まで片道最大９３０円となっている。

８ 生活環境の状況

（１）水道

昭和４９年より，本土からの海底送水による簡易水道が開始されている。

配水管等の施設の老巧化が進んでいたため，平成２０年度までに配水管等の

更新が行われ，安定供給の確保が図られている。

（２）廃棄物

架橋開通以前より，大崎下島・岡村島と併せて大崎下島にある処理施設で

広域的なごみ処理が行われている。粗大ごみは，大崎下島の処理施設で受け

入れた後，残土・廃材等と併せて島外への搬出を行っている。

（３）電気

電気は，大正初期に各地域へ送電線が引かれ，以後，全世帯に安定的に供

給されている。

（４）電話（通信）

上蒲刈島から海底ケーブルにより電話回線が布設されている。

なお，豊浜町，豊町の市外局番は「０８４６」番であるが，平成２２年３

月１日より呉市内で統一の市外局番となり「０８２３」番に変更される予定

である。

また，ブロードバンドの整備については，現在，ＩＳＤＮ回線の利用が可

能であるが，難視聴対策として整備しているＣＡＴＶ施設が本年度改修され
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るため，高速インターネットサービスが可能になるとともに，地上デジタル

放送への対応も可能となる予定である。

（５）医療

豊島には，診療所が２箇所あり，常勤医師３名，非常勤医師１名で初期医

療に対応しているが，専門・高度な診療については本土の医療機関に依存し

ており，島外へ通院・入院している住民も多い。

救急体制については豊浜町，豊町ともに平成１１年度から呉市消防局に業

務委託を行なっており，大崎下島に出張所が整備され，救急車・救急艇によ

る救急搬送体制が整っている。架橋開通後は，主に救急車による輸送が行わ

れており，消防署によるヘリコプターの救急搬送も可能となっている。

（６）消防

豊島には消防施設はないが，架橋以前から大崎下島に呉市東消防署大崎下

島出張所が整備され，救急体制及び消防防災体制の大幅な強化が図られてい

る。

また，防火水槽等の消防施設が整備されるとともに，住民による消防団が

編成されており，初期消火を主体とする消防体制の強化に努めている。

（７）教育

豊島には，幼稚園１園（１４人），小学校１校（３３人），中学校１校（３

６人）がある。進学した生徒は５人いるが，島内に高等学校等はないため，

呉市の本土側や竹原市，大崎上島町など島外の学校へ進学し，バス，フェリ

ーなどを利用し通学をしている。

（８）福祉

高齢者福祉施設として，地域相談センター，生活支援ハウスを核としたデ

イサービス事業などが行われている。

９ 陸上交通確保の状況

架橋と併行して島内主要道路の整備が進められ，平成２０年１１月１８日

の豊島大橋開通により，本土から下蒲刈島～上蒲刈島～豊島～大崎下島～平

羅島～中ノ島～岡村島（愛媛県今治市）までの７つの島を７つの橋で結ぶ「安

芸灘とびしま海道」が陸続きとなり，陸上交通が確保された。

なお，豊島大橋の通行料は無料であるが，本土～下蒲刈島間の安芸灘大橋

の通行料が有料となっている。

［架橋概要］

事 業 名）一般県道豊浜蒲刈線道路改良事業

路 線 名）一般県道豊浜蒲刈線

事業期間）平成１１～２０年度

事 業 費）約２３０億円（うち橋梁部約１８０億円）
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事業延長）３，９１０ｍ（うち橋梁部９０３．２ｍ）

幅 員）橋梁部９．８５ｍ，道路部１０．００ｍ

橋の特徴）国内１５番目の規模となる吊り橋

10 架橋による変化

架橋開通と同時に，それまで運航していた上蒲刈島・大浦港～豊島・豊島

港～大崎下島・立花港を結ぶフェリー航路が廃止された。代わって，架橋前

にそれぞれ島内を運行していた生活バス路線が再編され，本土までを陸路で

結ぶバスの運行が開始されたことにより，通勤・通学・通院等，住民の行動

範囲の拡大につながっている。併せて，「大長みかん」，「豊島タチウオ」

などの農水産物についても，時間の制約がない陸路での搬出が可能となり，

輸送に係る経費の節減につながっている。

また，架橋開通後，大崎下島を訪れる観光客などの増加が影響し，島内を

通行する車両数が増加している。

その他にも，架橋前は島内が中心であった生活物資等の購入場所が，本土

の大規模店舗等に移る傾向があり，島内の小規模店舗の存続が危ぶまれるた

め，自家用車等の移動手段を持たない高齢者等への影響が懸念されている。

11 島の今後の課題

架橋開通による人口増減への影響は見受けられないが，高齢者が多い地域

であることから，今後も医療・福祉サービスの向上は重要な課題である。

産業面では，以前からブランド化に取り組んでいる農水産物について，架

橋により物流移動の自由度が増したことを有効に活用する必要がある。

観光面では，島内に観光施設がなく大崎下島を訪れる観光客が島内を通過

するのみとなっているため，観光資源の発掘と観光客等を島内に呼び込む取

り組みが必要であるが，島の中心部である小野浦地区の狭隘な道路状況が課

題となっている。



広島県大崎下島の概要

平成２２年２月
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１ 位置と地勢

大崎下島は，呉市豊町と豊浜町からなり，本土である東広島市安芸津町の

南約１５㎞の海上に位置する内海・本土近接型離島である。

面積は１７．４６㎞２，海岸延長は約２６㎞で，中央に一峰寺山（標高４４

８．６ｍ）を主峰とする山系が東西に走り，山裾が海岸線に及んでいる。こ

れら山系は急峻な斜面で平地は極めて少ない状況にあり，この少ない平地に

豊町の４集落，豊浜町の２集落がある。

平成１７年３月２０日に，呉市と旧豊町・旧豊浜町が合併したことにより，

現在の市域となっている。

２ 離島振興対策実施地域の指定

第９次指定

（指定日：昭和36年9月25日 告示日：昭和36年9月27日 総理府告示第25号）

３ 人口，世帯の状況

人口及び世帯数は，平成１７年国勢調査で２，８９７人，１，３７２世帯

であり，平成１２年国勢調査に比べて人口で１０．４％の減となり，一貫し

て減少傾向にある。

高齢化率は，平成１７年国勢調査では５３．８％であり，依然上昇傾向に

ある。

平成７年 平成１２年 平成１７年

人 口

（増減率）

３，６９６人 ３，２３３人

（△１２．５％）

２，８９７人

（△１０．４％）

世 帯 数

（増減率）

１，６０７世帯 １，４８１世帯

（△ ７．８％）

１，３７２世帯

（△ ７．４％）

高齢化率 ４０．２％ ４９．５％ ５３．８％

４ 呉市の財政状況

呉市の平成１９年度普通会計決算状況は，歳入総額１０６，１９７百万円，

歳出総額１０４，６８７百万円で，対前年度比それぞれ１．４％の増加であ

る。また，実質収支は１，３２６百万円の黒字で，前年度より２５百万円の

増加となり，実質収支比率は前年度より０．１％減の２．３％となっている。

一方，財政構造面では，経常収支比率は９８．５％と前年度（９４．６％）

より３．９ポイント上昇し，依然として高い比率となっている。

また，平成１９年度末の地方債現在高は，１４２，０１８百万円で，公債

費比率は１６．２％であり，前年度（１６．８％）比較では，０．６ポイン

ト低下した。

さらに，財政力指数においても０．６４１であり，歳出総額に占める義務

的経費の割合も５３．１％と高いことなど，硬直した財政構造を示している。
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平成１９年度

歳 入 １０６，１９７，２６０千円

歳 出 １０４，６８７，１７９千円

財政力指数(単年度) ０．６４１

公 債 費 比 率 １６．２％

経 常 収 支 比 率 ９８．５％

５ 産業の状況

平成１７年国勢調査に基づく産業別人口では，第１次産業が１，０１３人，

第２次産業が１７０人，第３次産業が５４１人であり，労働力人口全体に占

める割合はそれぞれ下表のとおりである。

基幹産業は農業であり，県内でも有数の柑橘産地となっている。特に大長

地区は，明治時代に早生温州みかんを導入してみかん栽培の基礎を確立し，

県内におけるみかん栽培の先進地として名を馳せており，周辺の島々へ耕作

に出かける出作地帯としても有名である。急傾斜地の園地が多く労働生産性

が低いため，これまで農道整備，選果機の導入など農業基盤の強化とともに

農業の近代化，省力化に向けた取組を行っているが，市場価格の低迷や農業

従事者の高齢化・後継者不足により果樹園の放棄等が増加している。

また，漁業は夏場を中心に小型底引き網によるエビ漕ぎ漁が行われている。

産業別就業人口（平成１７年）

第１次産業 第２次産業 第３次産業 計

１，０１３人

（５９％）

１７０人

（１０％）

５４１人

（３１％）

１，７２４人

６ 観光の状況

平成６年に御手洗地区が重要伝統的建造物群保存地区に選定され，住民に

よる観光ガイドや町並みの美化活動等，地域ぐるみの活動が行われている。

架橋以前に島を訪れる観光客は，年間２０，０００人前後であったが，架

橋開通後は安芸灘大橋有料道路の利用車両数が対前年比１２０～１３０％と

なる等，平日，休日を問わず観光客の増加が見受けられる。

７ 交通の状況

（１）道路

道路は県道（２６㎞），市道（５４．５㎞）などが整備されており，架橋

に併せて新たに観光バス等の大型車両が通行できるよう改良されつつあるが，

依然，狭隘な箇所も多い。
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また，県内でも有数の柑橘産地であるため，広域的な農道等の整備が行わ

れている。

（２）港湾

久比港，小長港，大長港，御手洗港の４箇所の港湾施設と大浜港，立花港

の２箇所の漁港施設があり，本土や周辺離島を結ぶ航路の寄港地となってい

る。

（３）空港

該当なし。

（４）航路

本土側の大浦港と立花港を結ぶフェリーが運航していたが，架橋開通に伴

い廃止された。

架橋後も，本土・川尻港から大長港を経由し，今治港までを結ぶ高速船が

１日３往復（片道３５分），本土・竹原港から大長港を結ぶ高速船が１日５

往復（片道４０分）で運航され，住民や観光客に利用されている。

また，大崎下島と近隣の島を結ぶ航路として，久比港～三角島を結ぶフェ

リーが１日５往復，久比港，立花港，大浜港と斎島を結ぶ旅客船が１日５往

復，小長港～大崎上島・明石港を結ぶフェリーが１日１２往復運航している。

（５）航空路

該当なし。

（６）バス路線

架橋による民間航路の廃止に伴い，島内主要道路を循環し，近隣の豊島，

上蒲刈島，下蒲刈島を経由し本土までを結ぶ新たな民間バス路線が設定され

た。

島内のバス停は１３箇所で１日１５往復が運行され，運賃は呉市内本土側

の終点（中国労災病院）まで片道最大１，２６０円となっている。

８ 生活環境の状況

（１）水道

昭和４９年より，本土からの海底送水による簡易水道が開始されている。

老朽化が懸念されていた管路の敷設替えも平成６年度から１２年度に行われ，

安定供給の確保が図られている。

（２）廃棄物

架橋開通以前より豊島・岡村島と併せて大崎下島にある処理施設で広域的

なごみ処理が行われている。粗大ごみは，島内処理施設で受け入れた後，残

土・廃材等と併せて島外への搬出を行っている。
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（３）電気

電気は，昭和初期に本土（竹原市）から大崎下島に送電線が引かれ，以後，

全世帯に安定的に供給されている。

（４）電話（通信）

上蒲刈島～豊島間は海底ケーブル，豊島～大崎下島間は橋梁構造内に電話

回線が布設されている。

なお，豊浜町，豊町の市外局番は「０８４６」番であるが，平成２２年３

月１日より呉市内で統一の市外局番となり「０８２３」番に変更される予定

である。

また，ブロードバンドの整備については，難視聴対策として整備している

ＣＡＴＶ施設で１．５Ｍｂｐｓ回線を利用したＣＡＴＶインターネット事業

が実施されているが，本年度行われる改修工事により，高速インターネット

サービスが可能になるとともに，地上デジタル放送への対応も可能となる予

定である。

（５）医療

大崎下島には，診療所が７箇所あり，常勤医師５名，非常勤医師２名で初

期医療に対応しているが，専門・高度な診療については本土の医療機関に依

存しており，島外へ通院・入院している住民も多い。

救急体制については豊浜町，豊町ともに平成１１年度から呉市消防局に業

務委託を行なっており，島内に出張所が整備され，救急車・救急艇による救

急搬送体制が整っている。架橋開通後は，主に救急車による輸送が行われて

おり，消防署によるヘリコプターの救急搬送も可能となっている。

（６）消防

大崎下島には，架橋以前から呉市東消防署大崎下島出張所が整備され，救

急体制及び消防防災体制の大幅な強化が図られている。

また，防火水槽等の消防施設が整備されるとともに，住民による消防団が

編成されており，初期消火を主体とする消防体制の強化に努めている。

（７）教育

大崎下島には，保育所１所（１０人），幼稚園１園（２４人），小学校１

校（５１人），中学校１校（２６人）がある。進学した生徒は１０人いるが，

島内に高等学校等はないため，呉市の本土側や竹原市，大崎上島町など島外

の学校へ進学し，バス，フェリーなどを利用し通学をしている。

（８）福祉

高齢者福祉施設として，地域相談センター，生活支援ハウス，特別養護老

人ホーム及び老人保健施設等が整備され，デイサービス事業などが行われて

いる。
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９ 陸上交通確保の状況

架橋と併行して島内主要道路の整備が進められ，平成２０年１１月１８日

の豊島大橋開通により，本土から下蒲刈島～上蒲刈島～豊島～大崎下島～平

羅島～中ノ島～岡村島（愛媛県今治市）までの７つの島を７つの橋で結ぶ「安

芸灘とびしま海道」が陸続きとなり，陸上交通が確保された。

なお，豊島大橋の通行料は無料であるが，本土～下蒲刈島間の安芸灘大橋

の通行料が有料となっている。

［架橋概要］

事 業 名）一般県道豊浜蒲刈線道路改良事業

路 線 名）一般県道豊浜蒲刈線

事業期間）平成１１～２０年度

事 業 費）約２３０億円（うち橋梁部約１８０億円）

事業延長）３，９１０ｍ（うち橋梁部９０３．２ｍ）

幅 員）橋梁部９．８５ｍ，道路部１０．００ｍ

橋の特徴）国内１５番目の規模となる吊り橋

10 架橋による変化

架橋開通と同時に，それまで運航していた上蒲刈島・大浦港～豊島・豊島

港～大崎下島・立花港を結ぶフェリー航路が廃止された。代わって，架橋前

にそれぞれ島内を運行していた生活バス路線が再編され，本土までを陸路で

結ぶバスの運行が開始されたことにより，通勤・通学・通院等，住民の行動

範囲の拡大につながっている。併せて，「大長みかん」に代表される柑橘類

などの農産物についても，時間の制約がない陸路での搬出が可能となり，輸

送に係る経費の節減につながっている。

また，架橋開通後，重要伝統的建造物群保存地区である御手洗地区を訪れ

る観光客などの増加に伴い，島内の通行車両は大幅に増加しており，特に休

日においては，狭隘な道路事情も重なって大変な混雑を招くこともある。

その他にも，架橋前は島内が中心であった生活物資等の購入場所が，本土

の大規模店舗等に移る傾向があり，島内の小規模店舗の存続が危ぶまれるた

め，自家用車等の移動手段を持たない高齢者等への影響が懸念されている。

11 島の今後の課題

架橋開通による人口増減への影響は見受けられないが，高齢者が多い地域

であることから，今後も医療・福祉サービスの向上は重要な課題である。

産業面では，以前からブランド化に取り組んでいる農水産物について，架

橋により物流移動の自由度が増したことを有効に活用する必要がある。

観光面では，観光客の増加に伴う観光・交流の促進のため，観光施設や交

通量の増加に対応できる道路環境の整備，ブラッシュアップによる住民の受

入態勢の充実など，ハード・ソフト両面から架橋開通の変化に対応できる環

境づくりが課題となっている。



愛媛県岡村島の概要

平成２２年２月
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１ 位置と地勢

岡村島は、愛媛県の最北西端、芸予諸島のほぼ中央に位置する内海・本土近接

型離島である。

面積は、３．１３k ㎡、海岸延長は１０．９ｋｍ、海抜は高いところでも２１

６ｍであり、地形は、低い山脈がＴ字状に東西に伸び３０度以上の急峻な地勢で、

平地は少なく、集落は海岸沿いの南側と西側の平地に密集している。

地質は、花崗岩よりなり所々で砂質土壌であり、秩父古成層地帯の角礫の含有

量が極めて多く、みかん栽培に最も適している。

気候は、瀬戸内海の中央部に位置し、典型的な瀬戸内海式気候を示し、夏は高

温乾燥であり冬も温暖で積雪も殆どなく、年平均気温１７度、年間降水量は８０

０mm である。

岡村島のある関前村は平成 17 年 1 月 16 日、今治市及び関前村を含む越智郡

11 か町村との合併協議が整い新今治市として発足。

２ 離島振興対策実施地域の指定

第８次指定

（指定日：昭和34年5月8日 告示日：昭和34年5月12日 総理府告示第226号）

３ 人口、世帯の状況

人口及び世帯数は、平成１７年国勢調査で５０７人の２５６世帯であり、平成

１２年国勢調査に比べて人口で２１．８%の減となり、減少傾向にある。

高齢化率は、平成１７年国勢調査では４９．７%であり、さらに上昇傾向であ

る。

平成７年 平成１２年 平成１７年

人 口

（増減率）

７４０人 ６４８人

（－１２．４%）

５０７人

（－２１．８%）

世 帯 数

（増減率）

３２１ ３０７

（－４．４％）

２５６

（－１６．６％）

高齢化率 ３９．５％ ４３．１% ４９．７%

４ 今治市の財政状況

平成１９年度の普通会計決算状況は、歳入総額７６，５７５百万円、歳出総額

７２，３７３百万円で、対前年度比はそれぞれ５．０%、６．２%の増加である。

また、実質収支は４，１３８百万円の黒字で、実質収支比率は、前年度より０．

２％減の９．７%となっている。

一方、財政構造面では、経常収支比率は９２．２%と前年度（９２．３%）よ

り０．１ポイント低下したものの、依然として高い比率となっている。

また、平成１９年度末の地方債現在高は８９，８７９百万円で、公債費比率は

１６．５%であり、前年度（１６．８%）比較では０．３ポイント低下した。
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さらに、財政力指数においても０．５６７であり、歳出総額に占める義務的経

費の割合も５７．５%と高いこと等、硬直した財政構造を示している。

平成１９年度

５ 産業の状況

平成１７年国勢調査に基づく産業別人口では、第１次産業が１１２人、第２次

産業が２２人、第３次産業１２０人であり、労働力人口全体に占める割合はそれ

ぞれ下表のとおりである。

この中で、基幹産業は１次産業である農業及び漁業である。農業は古くから温

州みかんの先進地として発展してきたが、価格の低迷にあわせ過疎化、高齢化に

より経営は苦しくなってきている。漁業については、瀬戸内海でも有数の漁場が

あり、鯛、アコウ、鰆等の高級魚を対象とした沿岸漁業が主である。

第３次産業は、公務及び農協、漁協、郵便、小売業、運輸業、宿泊業等で、そ

の大半を市役所、農協、漁協、郵便局の職員が占めている。

産業別就業人口（平成１７年）

第１次産業 第２次産業 第３次産業 計

１１２人

（４４%）

２２人

（９%）

１２０人

（４７%）

２５４人

６ 観光の状況

架橋開通以前に岡村島を訪れる観光客は、年間３千人前後であったが、週末に

は１００台以上の車両が島に入り込み、観光客は特に釣り客が多く、1 万人を超

す。

７ 交通の状況

（１）道路

道路は県道１路線と市道月盛白潟線があり、このうち県道は架橋開通にあわせ観

光バス等の大型車両が、通行（対向）可能となるように整備中である。

しかし、既存の市道は小型車両の通行は可能であるが大型車の通行（対向）がで

きない箇所がある。開通後の路線バスの乗り入れの予定は現在のところはない。

歳 入 ７６，５７５，３２３千円

歳 出 ７２，３２３，０７５千円

財政力指数 ０．５６７

公債費比率 １６．５％

経常収支比率 ９２．２％
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（２）港湾

「岡村港」「白潟港」の２箇所の港湾施設があり、岡村港は関前地域と今治市

街地とを結ぶ生活航路の拠点港として防波堤、係留施設の整備が進められている。

（３）空港

該当なし。

（４）航路

岡村島から小大下島、大下島を経由し今治港との間、２２．４ｋｍを、市営渡

船の旅客フェリー１７９ｔ、旅客船１９ｔが１日６往復（所要時間：フェリー1

時間 25 分、旅客船 45 分）し、島民の通勤、通学、通院、日常生活物資の搬送及

び観光客を搬送している。

架橋開通後も、島民にとっては、岡村島と今治を結ぶ生活航路としての期待度

は高い。

また、近年中四国を結ぶ航路の縮小、航路の撤退により交通体系は大きく変化

しており、当岡村～今治航路は中四国を結ぶ海上の交通拠点として期待される。

（５）航空路

該当なし。

（６）バス路線

該当なし。

８ 生活環境の状況

（１）水道

岡村島の隣にある小大下島の石灰採掘跡の湧水１０万トンを水源として、昭和

５２年１月１日から海底送水管による飲料水の供給が始まった。

しかし、長い旱魃により湧水に塩水が混入し、有効水量の確保が困難となり、

平成９年に海水淡水化施設を整備し水不足が解消された。しかし、海水淡水化施

設は維持管理の費用が年々増大しており、合併前より協議されていた広島県から

の分水問題は架橋開通という新しい節目を迎え、早期実現に向け住民の期待は高

まっている。

（２）廃棄物

ごみ処理、し尿処理については、昭和４８年広島県豊田郡豊町、同豊浜町の２

町１村による一部事務組合を設立し処理していた。

現在は、市町村合併により豊町、豊浜町と合併した広島県呉市に関前地区のご

み、し尿処理を業務委託により行っている。
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（３）電気

電気は、大正８年に広島県豊町（御手洗）より導入された。

（４）電話（通信）

明治４１年電信事務の岡村局事務開始、関前郵便局が通話事務取扱を昭和６年

3 月から開始した。

ブロードバンド化については、公共施設間は光ファイバーで結ばれているが、

一般世帯はインターネットの接続世帯が少ないということで整備はされていな

い。また地デジ対応については、岡村島には共聴施設があり、共聴で地デジに移

行するか、個人対応にするか検討中である。

（５）医療

昭和３９年に岡村僻地診療所開設（医師住宅）を開設し、医師１名が常駐し、

看護士２名パート（事務）１名で業務を行っている。

しかし、高度医療については今治市内の医療機関に頼らざるを得ないため、今

治市内への通院者及び入院者も多い。架橋開通以前から呉市内の医療機関を利用

している者も数人おり、開通前は船とバスを乗り継ぎ 1 日がかりで通院していた

が、開通後は自家用車または、隣町の呉市豊町から広島までの路線バスがあり、

約 1 時間半で呉市内の医療機関へ通院することが出来るようになった。

救急対応については、今治市消防本部の消防救急艇で昼夜を問わず搬送してい

る。また、簡易へリポートが平成１５年１０月に関前支所から西方約１km の岡

村港内の物揚場埠頭用地に整備された。また、陸続きになったことにより、広島

県呉市消防局との消防相互応援に関する協定により、荒天時や船体検査等で今治

市の消防救急艇が出動できない場合は、呉市の救急車により呉市内の病院に搬送、

あるいは呉市の救急艇が出動できない場合は、今治市の消防救急艇が出動し呉市

の離島住民の救急搬送が出来ることになり、天候に左右されず、かつ迅速な救急

搬送が可能となり、住民の不安が解消された。

（６）消防

以前から住民により消防団が組織され火災時に備えている。

また、平成１７年の市町村合併による自主防災組織も出来たが、住民の高齢化

ともに消防団員も高齢化しており、防災対策については危惧されるところである。

（７）教育

岡村島には市立保育所１箇所（６人）、市立小中学校（合同校舎）１校（小学

生１１人、中学生７人）がある。高校生は１３人で、今治市内の高校に通学して

おり、広島県側への進学者はいない。市営渡船での通学は６人、他の 7 人は市町
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村合併により保護者が今治市内勤務となり、今治市内に一緒に住みそこから通学

している。

（８）福祉

島内に高齢者生活福祉センターがあり、居住、食事、生活指導等のデイサービ

スが行われているが、地域の高齢化によるマンパワーの確保は、今後の課題であ

る。

また、架橋の開通を見越し平成 17 年に広島県の民間のグループホームが開設

された。

９ 陸上交通確保の状況

広島県旧豊町、同豊浜町、愛媛県旧関前村（岡村島）を４つの農道橋で結ぶ広

域農道の整備が進められ、平成１０年１０月に中ノ瀬戸大橋の完成により３町村

との交流が始まり、平成２０年１１月１８日、広島県呉市上蒲刈島と同豊島とを

結ぶ豊島大橋(３号橋)の開通により、岡村島と本土間の陸上交通が確保された。

なお、安芸灘大橋（１号橋）以外通行料は無料である。

〔架橋概要〕

安芸灘諸島連絡架橋

１０ 架橋による変化

安芸灘架橋が全線開通したが、住民の生活圏は、今治市のままであり、生活物

資もほとんど今治市内から仕入れており、呉市方面に買い物に行く者は、日に数

人でこれまでと大きな変化はない。

農産物については、JA 越智今治にほとんど出荷、海産物については、関前村

漁協が保冷車を購入し鮮魚を陸上搬送し、コスト削減並び販路拡大を図っている。

また、開通後週末に訪れる来訪者に対し、農産物や海産物の露天販売所が 6 箇

橋 名 橋 長 形 式
完成年

度
事業名

安芸灘大橋（１号橋） １，１７５m ３径間２ヒンジ吊橋 H11 一般県道

蒲刈大橋（２号橋） ４８０ｍ ３径間連続トラス橋 S54 広域農道

豊島大橋（３号橋） ９０３ｍ 単径間吊橋 H20.11 一般県道

豊浜大橋（４号橋） ５４３ｍ ３径間連続トラス橋 H4 広域農道

平羅橋（５号橋） ９８．５ｍ PC 斜帳橋 H7 広域農道

中ノ瀬戸大橋（６号橋） ２５１ｍ ニールセンローゼ橋 H10 広域農道

岡村大橋（７号橋） ２２８ｍ ニールセンローゼ橋 H7 広域農道

― （８号橋） 未定 未定 未定 未定
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所ほど出来た。

また、人の移動については、陸続きになったことにより、車の利用者にとって

は、本土への行ききが容易になったが、バス路線の乗り入れは現在のところ検討

されていない。

島内の交通量は、架橋開通に伴い島外からの車両が大幅に増加し、特に休日に

は釣り客の車が道路脇に駐車し、地元車両の通行にも支障をきたすと同時に、交

通事故等の不安も生じている。また、島外来訪者の増加に伴いゴミの不法投棄、

暴走行為等の環境悪化の懸念や、治安に対する不安感も生じてきている。

１１ 島の今後の課題

当岡村島の行政区は（四国）今治市であり、本土と四国を結ぶ拠点として、観

光、物流においてこの開通を有効活用するよう努める。

観光客等交流人口の増加による各種施設の整備、交通や治安に対する意識改革、

ハード、ソフト両面から架橋開通の変化に対応できる環境づくりが課題となって

いる。


